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議案質疑

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支

　
給
条
例
の
一
部
改
正

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

窓
口
払
い
を
廃
止
す
る
医
療
機

関
等
の
範
囲
を
拡
大
す
る
も
の

Ｑ
　
こ
ど
も
医
療
費
と
心
身
障

害
者
医
療
費
は
令
和
４
年
10
月

診
療
分
か
ら
県
内
現・
・
・
・

物
給
付
が

開
始
さ
れ
る
。し
か
し
、ひ
と
り

親
家
庭
の
医
療
費
は
５
年
１
月

か
ら
開
始
と
な
る
が
、そ
の
理

由
は
。

Ａ
　
こ
ど
も
医
療
費
と
心
身
障

害
者
医
療
費
は
、心
身
障
害
者

医
療
費
が
毎
年
10
月
に
前
年
の

所
得
状
況
に
よ
り
受
給
資
格
の

更
新
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

令
和
４
年
10
月
の
診
療
分
よ
り

開
始
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
は
、前
々
年
の
所
得
状
況

に
よ
り
受
給
資
格
を
認
定
し
て

お
り
、毎
年
１
月
を
更
新
時
期

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、県
内

現・
・
・
・

物
給
付
を
実
施
す
る
市
町
村

に
お
い
て
は
、県
の
指
示
で
令

和
５
年
１
月
の
診
療
分
か
ら
開

始
す
る
も
の
で
あ
る
。

採決の結果

議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

公明党 はつらつ創造 改進 日本共産党 自由民主党 新政みらい 市民派無所属

広
山
綿
貫
加
賀
谷
齋
藤
西
塚
金
子
大
島
中
村
笹
本
福
田
三
浦
太
田
衣
川
大
沢
猪
股
千
葉
新
良
田
村
土
方
内
藤
田
中
高
橋

40 令和４年度一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

◆賛否が分かれた議案　　　○…賛成、×…反対、議長は採決には参加しません

◆全員が賛成した議案
市長提出議案／承認（専決処分）市税条例の一部改正、令和３年度補正予算（一般会計（第14号）、介
護保険特別会計（第３号））、令和４年度一般会計補正予算（第１号）　人事教育委員会委員の任命

（宮﨑 子氏）、人権擁護委員候補者の推薦（八瀬邉裕子氏）、固定資産評価員の選任（萩原泰氏）　条
例の一部改正市税条例等、こども医療費支給条例、ひとり親家庭等医療費支給条例、心身障害者医
療費支給条例　補正予算令和４年度一般会計（第３号）　その他市道路線（廃止２件、認定３件）

◆
こ
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の

　
一
部
改
正

Ｑ
　
医
療
費
の
窓
口
払
い
を
廃

止
す
る
保
険
医
療
機
関
な
ど
の

範
囲
が
、県
内
に
拡
大
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

Ａ
　
埼
玉
県
よ
り
県
内
市
町
村

に
対
し
て
、県
の
補
助
対
象
で

あ
る
乳
幼
児
ま
で
の
医
療
費
を

県
内
現・
・
・
・

物
給
付
と
す
る
要
請
が

あ
り
、こ
れ
に
伴
う
医
療
機
関

や
審
査
支
払
機
関
な
ど
の
調
整

は
一
括
し
て
県
が
行
う
こ
と
、

対
象
年
齢
の
範
囲
は
各
市
町
村

の
判
断
に
よ
る
こ
と
、ま
た
、開

始
時
期
を
令
和
４
年
10
月
と
す

る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
、実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、県
の
補
助
対
象
は
乳

幼
児
ま
で
の
医
療
で
あ
る
が
、

本
市
で
は
対
象
年
齢
を
市
内
と

同
様
に
15
歳
年
度
末
ま
で
拡
大

し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　医療機関窓口で市町村が発行する受給者証を提示する
ことにより、原則医療費を支払うことなく医療サービス
を受けること。見かけ上、医療費を支払うことなく医療と
いうサービス（現物）の給付を受けることから「現物給付」
と呼ばれています。

令和４年第１回臨時会
　第１回臨時会（7月21日）では、「令和４年度一般会計補正予算（第４号）」と「令和４年度水道事業
会計補正予算（第１号）」の２議案が市長から提出され、議長を除く20人（欠席議員１人）の議員で
採決した結果、総員で原案のとおり可決しました。

現物給付とは？
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委員会活動報告

　　
第
２
回
定
例
会
で
は
、総
務

経
済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
第
36
号
と
第
40
号
を
審
査
し

ま
し
た
。

　
議
案
第
36
号
で
は
、課
税
方

式
の
変
更
に
よ
る
市
民
へ
の
負

担
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
40
号
で
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
陽
性
者

の
自
宅
療
養
者
へ
の
物
品
配
送

に
つ
い
て
、今
後
も
迅
速
で
正

確
な
配
送
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で

き
る
よ
う
、事
業
部
門
の
変
更

の
影
響
や
、外
部
委
託
と
な
る

配
送
料
金
の
考
え
方
、自
宅
療

養
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配

慮
な
ど
に
つ
い
て
確
認
い
た
し

ま
し
た
。

　
両
議
案
と
も
慎
重
な
審
査
の

結
果
、総
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

令和２年度一般会計決算認定を慎重に審議

質の高い市民サービスは、市職員の安全安心な職場づくりから

　
総
務
経
済
委
員
会
で
は
、所

管
事
務
調
査
と
し
て「
職
員
等

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関

す
る
取
り
組
み
状
況
」を
関
係

部
課
長
の
出
席
の
も
と
行
い
ま

し
た
。執
行
部
か
ら
は「
職
員

等
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関

す
る
要
綱
」の
制
定
経
緯
及
び
、

市
長
等
が
対
象
に
加
わ
っ
た
変

更
点
に
関
す
る
説
明
の
後
、職

員
等
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に

対
す
る
取
り
組
み
や
、ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
の
鍵
と
な
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上

の
た
め
の
　

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
要
綱
の
周
知
状
況

や
、職
場
の
環
境
改
善
状
況
、カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対

応
状
況
な
ど
の
確
認
を
行
い
、

意
見
と
し
て
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
応
へ
の
さ
ら
な
る

改
善
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、担
当
部

署
に
次
の
２
点
を
要
望
と
し
て

伝
え
ま
し
た
。

①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

外
部
か
ら
の
察
知
が
困
難
な
も

の
も
あ
る
た
め
、市
職
員
は
さ
ら

な
る
自
助
努
力
に
よ
っ
て
職
場

環
境
の
改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
要
綱
は
罰
則
規
定
も
な
く
、

容
易
に
変
更
が
可
能
で
あ
る
と

い
う
懸
念
点
も
あ
る
こ
と
か

ら
、市
は
今
後
の
改
正
内
容
な

ど
に
つ
い
て
、速
や
か
に
委
員

会
に
報
告
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、委
員
会
と
し
て
、次
の

２
点
を
確
認
事
項
と
い
た
し
ま

し
た
。

①
議
員
間
、も
し
く
は
議
員
、職

員
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に

関
す
る
基
本
方
針
を
市
と
連
携

し
て
策
定
し
て
い
く
。

②
市
の
職
務
に
関
わ
る
全
て
の

皆
様
と
協
働
し
、

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
根

絶
に
向
け
て
活

動
し
て
い
く
。
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所
管
事
務
調
査

定
例
会
議
案
審
査

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

所管事務調査のようす

職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

※１

（
※
１
）ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
…
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
、一
方
的
に
自
分
の
主
張
を
押
し
通
し
た
り
、

相
手
に
意
見
を
飲
み
込
ま
せ
る
こ
と
な
く
、自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法


